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(57)【要約】
【課題】現行の技術の制限を受けないＮＣＢチャネルを
提供する。
【解決手段】少なくとも１つのｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ
　Ｎｏｄｅ－Ｂ：無線基地局）と、複数のＷＴＲＵ（無
線送信／受信ユニット）とを含む無線通信システムにお
いて、ＮＣＢ（非競合ベース）チャネルが、確立され、
維持され、利用される。ＮＣＢチャネルは、様々な機能
における利用のためにシステムにおける１つまたは複数
のＷＴＲＵによって使用されるように割り当てられ、こ
の割り当ては、それらのＷＴＲＵに通信される。無線通
信システムは、必要に応じて、ＮＣＢチャネルの割り当
てを解析し、ＮＣＢチャネルは、必要に応じて、再割り
当てされる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＣＢ（非競合ベース）チャネルの割り当てを受信すること、および
　前記ＮＣＢチャネルを介して制御情報を伝送すること
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記割り当ては、前記ＮＣＢチャネルを介する伝送において、ＷＴＲＵ(無線送信／受
信ユニット）による使用のための周期性を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御情報は、スケジュール要求であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　受信機と、送信機と、前記受信機および前記送信機と通信するプロセッサとを含むＷＴ
ＲＵ(無線送信／受信ユニット）であって、
　前記プロセッサは、ｅノードＢからアップリンクＮＣＢ（非競合ベース）チャネルの割
り当てを受信することであって、前記アップリンクＮＣＢチャネルの割り当ては、専用物
理リソースと周期性の指示を備えた設定を含み、該設定は、前記ＷＴＲＵが制御機能を実
行するための送信スケジュールを確立すること、および前記割り当てで指示された前記周
期性および前記専用物理リソースを用いて前記アップリンクＮＣＢチャネルを介して制御
情報を伝送するように構成されていることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵによる判断に基づいて前記アップリンクＮＣＢチャネ
ルを解放するようにさらに構成されていることを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記ＷＴＲＵによる前記アップリンクＮＣＢチャネルを解放するための前記判断は、前
記ＷＴＲＵでの暗黙の判断であることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵによる前記アップリンクＮＣＢチャネルを解放することは、eノードＢか
らシグナリングされる明示に基づいていることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、周波数ホッピングパターンを利用することを特徴
とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記制御情報は、ＨＡＲＱ（混成自動再送要求）フィードバック、スケジュール要求、
あるいはチャネル品質測定値の少なくともいずれか２つを含むことを特徴とする請求項４
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、ＳＣ－ＦＤＭＡ（単一搬送波周波数分割多重アク
セス）無線通信システムにおいて実装されることを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項１１】
　少なくとも１つの他のＷＴＲＵは、前記アップリンクＮＣＢチャネルを用いるために異
なる周期性及び異なる専用物理リソースが割り当てられることを特徴とする請求項４に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、複数のＷＴＲＵに実装されることを特徴とする請
求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記割り当ては、前記ＷＴＲＵが第２の制御機能を実行するための第２の送信スケジュ
ールを確立する第２の設定を含むことを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
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　前記第２の設定は、専用物理リソースと周期性の第２の指示を備え、前記専用物理リソ
ースの第２の指示は、前記専用物理リソースの第１の指示と異なり、前記第２の周期性は
、前記第１の周期性と異なることを特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記第１の制御情報は、スケジュール要求の送信であり、前記第２の制御情報は、チャ
ネル品質測定値の報告であることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　受信機と、送信機と、前記受信機および前記送信機と通信するプロセッサとを含むｅノ
ードＢであって、
　前記プロセッサは、ＷＴＲＵ(無線送信／受信ユニット）へアップリンクＮＣＢ（非競
合ベース）チャネルの割り当てを送信することであって、前記アップリンクＮＣＢチャネ
ルの割り当ては、専用物理リソースと周期性の指示を備えた設定を含み、該設定は、前記
ＷＴＲＵが制御機能を実行するための送信スケジュールを確立すること、および前記割り
当てで指示された前記周期性および前記専用物理リソースを用いて前記アップリンクＮＣ
Ｂチャネルを介して制御情報を受信するように構成されていることを特徴とするｅノード
Ｂ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、前記ｅノードＢの判断に基づいて前記アップリンクＮＣＢチャネル
を解放するように構成されていることを特徴とする請求項１６に記載のｅノードＢ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記アップリンクＮＣＢチャネルが解放されたことを示す指示を、
前記ＷＴＲＵに送信するように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載のｅノ
ードＢ。
【請求項１９】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、周波数ホッピングパターンを利用することを特徴
とする請求項１６に記載のｅノードＢ。
【請求項２０】
　前記制御情報は、ＨＡＲＱ（混成自動再送要求）フィードバック、スケジュール要求、
あるいはチャネル品質測定値の少なくともいずれか２つを含むことを特徴とする請求項１
６に記載のｅノードＢ。
【請求項２１】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、ＳＣ－ＦＤＭＡ（単一搬送波周波数分割多重アク
セス）無線通信システムにおいて実装されることを特徴とする請求項１６に記載のｅノー
ドＢ。
【請求項２２】
　少なくとも１つの他のＷＴＲＵは、前記アップリンクＮＣＢチャネルを用いるために異
なる周期性及び異なる専用物理リソースが割り当てられることを特徴とする請求項１６に
記載のｅノードＢ。
【請求項２３】
　前記アップリンクＮＣＢチャネルは、複数のＷＴＲＵに実装されることを特徴とする請
求項１６に記載のｅノードＢ。
【請求項２４】
　前記割り当ては、前記ＷＴＲＵが第２の制御機能を実行するための第２の送信スケジュ
ールを確立する第２の設定を含むことを特徴とする請求項１６に記載のｅノードＢ。
【請求項２５】
　前記第２の設定は、専用物理リソースと周期性の第２の指示を備え、前記専用物理リソ
ースの第２の指示は、前記専用物理リソースの第１の指示と異なり、前記第２の周期性は
、前記第１の周期性と異なることを特徴とする請求項２４に記載のｅノードＢ。
【請求項２６】
　前記第１の制御情報は、スケジュール要求の送信であり、前記第２の制御情報は、チャ
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ネル品質測定値の報告であることを特徴とする請求項２５に記載のｅノードＢ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。より詳細には、本発明は、無線通信システムに
おいて非競合ベースのチャネルを提供するため、および利用するための方法および装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＣＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続）３Ｇ（第３世代）セルラーネットワークのＬＴ
Ｅ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、３ＧＰＰ（第３世代パートナーシッ
ププロジェクト）Ｒｅｌｅａｓｅ　７を超えるＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）を対象とする。また、
ＬＴＥは、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄ
ｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）とも呼ばれることが可能である。そのようなネットワークの主な技
術的課題の１つは、システムにおいて様々なトラフィックの混合が存在する場合の効率的
なチャネル使用である。このことは、様々なタイプのトラフィックが、ＶｏＩＰ（ボイス
オーバインターネットプロトコル）、ＦＴＰ（ファイル転送プロトコル）、またはＨＴＴ
Ｐ（ハイパーテキスト転送プロトコル）などの異なる伝送プロトコルを利用する場合、特
に困難である可能性がある。例えば、任意の特定の無線通信システムにおいて、皆、同時
に伝送する多数のＶｏＩＰユーザ、ＦＴＰユーザ、およびＨＴＴＰユーザが存在すること
が可能である。
【０００３】
　さらに、システムにおけるＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）は、基地局と通信する
ために伝送媒体へのアクセスを要求する様々なタスクおよび機能を実行する。例えば、Ｗ
ＴＲＵは、タイミングアドバンス（ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ）、測定値報告、ＵＬ
（アップリンク）物理リソース割り当てを要求すること、ＤＬ（ダウンリンク）割り当て
に関するスケジュール情報を提供すること、キープアライブハートビート（ｋｅｅｐ－ａ
ｌｉｖｅ　ｈｅａｒｔｂｅａｔ）、ＨＡＲＱ（混成自動再送要求）フィードバック、およ
び／またはＭＡＣ（メディアアクセス制御）層シグナリングまたはＲＲＣ（無線リソース
制御）層シグナリングなどの機能を実行しなければならない。
【０００４】
　無線通信システムのＷＴＲＵは、基地局と通信して、これらの機能を実行するために、
ＲＡＣＨ（ランダムアクセスチャネル）およびＰＲＡＣＨ（物理ＲＡＣＨ）を利用するこ
ともできる。しかし、ＲＡＣＨは、競合ベースのチャネルであり、ＲＡＣＨの使用は、Ｑ
ｏＳ（サービス品質）に影響を及ぼしがちな遅延を被り、物理リソースの非効率な使用を
もたらす可能性がある。また、伝送間の対話型アプリケーションに関してＲＡＣＨを頼り
にすることは、システム容量に悪影響を及ぼす可能性もある。
【０００５】
　代替として、ＷＴＲＵは、ＵＬ共有チャネルを利用して、これらの機能を実行すること
もできる。しかし、ＵＬ共有チャネルリソース要求は、ＲＡＣＨ／ＰＲＡＣＨにまず伝送
されなければならず、このことは、リソースの非効率な使用であり、この２ステップの手
続きのため、これらの機能に遅延を加える。
【０００６】
　ＬＴＥの文脈において、「シン（ｔｈｉｎ）」チャネルまたは「専用」チャネルとも呼
ばれることが可能な、ＮＣＢ（非競合ベースの）チャネルなどのアクセスプロトコルを利
用することが望ましい。シンチャネルは、一般に、アクセスのために主に使用される競合
がない、または競合が少ない制御チャネルである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　したがって、当技術分野の現行の技術の制限を受けないＮＣＢチャネルを提供するため
、および利用するための方法および装置を提供することが有利である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、少なくとも１つのｅＮＢ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ:無線基地局）と
、複数のＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）とを含む無線通信システムにおけるＮＣＢ
（非競合ベースの）チャネルの確立、維持、および利用を対象とする。各ＮＣＢチャネル
は、様々な機能で利用するためにシステムにおける或る特定のＷＴＲＵによる使用に専用
であり、そのような使用に割り当てられ、この割り当ては、ｅＮＢによってシステムにお
けるＷＴＲＵに通信される。無線通信システムは、必要に応じて、各ＮＣＢチャネルの割
り当てを解析し、各ＮＣＢチャネルは、必要に応じて、再割り当てされる。
【０００９】
　本発明のより詳細な理解は、例として与えられ、添付の図面と併せて理解されるべき、
好ましい実施形態の以下の説明から得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に従って構成された例示的な無線通信システムを示す図である。
【図２】図１の無線通信システムのｅＮＢおよびＷＴＲＵを示す機能ブロック図である。
【図３】本発明による、或る特定のＷＴＲＵに対してＮＣＢ（非競合ベースの）チャネル
を確立するため、および維持するための方法を示す流れ図である。
【図４】本発明による、複数のＷＴＲＵへのＮＣＢチャネル割り当てを示す例示的な時間
周波数チャートである。
【図５】本発明による、ＮＣＢチャネルを使用してタイミングアドバンスを判断するため
の方法を示す流れ図である。
【図６】本発明の別の実施形態による、ＮＣＢチャネルを使用してスケジューリング変更
を判断するための方法を示す流れ図である。
【図７】本発明の別の実施形態による、ＮＣＢチャネルを使用してリソースを割り当てる
方法を示す流れ図である。
【図８】図６の方法による、リソースの割り当てを示す例示的な時間周波数チャートであ
る。
【図９】本発明による複数のサブチャネルを含むシステムにおける周波数ダイバーシチＮ
ＣＢチャネルの割り当てを示す例示的なブロック図である。
【図１０】本発明の実施形態による、時間－周波数ホッピングＮＣＢチャネルの割り当て
を示す例示的な時間周波数チャートである。
【図１１】本発明の実施形態によるＷＴＲＵに関する異なるＮＣＢチャネル要件を示す例
示的な図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以降で言及される際、「無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語には、ユー
ザ機器（ＵＥ）、移動局（ＳＴＡ）、メッシュポイント（ＭＰ）、固定受信契約者ユニッ
トもしくは移動受信契約者ユニット、ポケットベル、携帯電話（セルラー電話機）、パー
ソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ:携帯情報端末）、コンピュータ、または無線環境
において動作することができる他の任意のタイプのユーザデバイスが含まれるが、以上に
は限定されない。以降で言及される際、「基地局」という用語には、ノードＢ、サイトコ
ントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境において動作することができる
他の任意のタイプのインタフェースデバイスが含まれるが、以上には限定されない。
【００１２】
　総じて、本発明は、ＮＣＢ（非競合ベースの）専用チャネルを確立するため、維持する
ため、および利用するための方法および装置を対象とする。ＮＣＢチャネルは、本発明の
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好ましい実施形態において、或る特定の時間中に使用するために或る特定のＷＴＲＵに専
用であるチャネルであり、システムニーズに応じて再割り当てされることが可能である。
ＮＣＢチャネル利用は、ＵＬ競合ベースの手続きに関連する待ち時間、および物理リソー
スの非効率な使用を回避することに役立つ可能性があり、さらに、ダウンリンクにおいて
、またはアドホックネットワークにおいて使用されることも可能である。
【００１３】
　図１は、本発明に従って構成された例示的な無線通信システム１００（以降、「システ
ム」とも呼ばれる）を示す。無線通信システム１００は、複数のｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ
　Ｎｏｄｅ－Ｂ）１１０（ｅＮＢ1およびｅＮＢ2として示される）、およびｅＮＢ１１０
と無線通信する複数のＷＴＲＵ１２０（ＷＴＲＵ1、ＷＴＲＵ2、ＷＴＲＵ3、およびＷＴ
ＲＵ4として示される）を含む。無線通信システム１００に示されるＷＴＲＵ１２０は、
ＳＴＡ、ＭＰなどのＷＴＲＵの任意の組合せを含むことが可能である。好ましい実施形態
では、ｅＮＢ１１０は、ｅＮＢ１１０と通信するＷＴＲＵ１２０（ＷＴＲＵ1、ＷＴＲＵ2

、ＷＴＲＵ3、およびＷＴＲＵ4）にネットワークへのアクセスを提供する。図１における
例示的な構成に示されるとおり、ＷＴＲＵ1、ＷＴＲＵ2、およびＷＴＲＵ3は、現在、ｅ
ＮＢ1と通信しているのに対して、ＷＴＲＵ4は、現在、ｅＮＢ2と通信している。しかし
、ＷＴＲＵ１２０のいずれも、図１に示されるものとは別に、ｅＮＢ１１０のいずれとも
通信していることが可能である。
【００１４】
　図２は、図１の無線通信システム１００のｅＮＢ１１０およびＷＴＲＵ１２０の機能ブ
ロック図である。図２に示されるとおり、ｅＮＢ１１０とＷＴＲＵ１２０は、互いに無線
通信しており、無線通信システム１００におけるＮＣＢチャネルを利用するように設定さ
れる。一例では、ＷＴＲＵ１２０は、ＷＴＲＵ１２０にネットワークへのアクセスを提供
するｅＮＢ１１０と通信している移動ＳＴＡまたはＭＰであることが可能である。
【００１５】
　通常のｅＮＢ内部に見られることが可能な構成要素に加え、ｅＮＢ１１０は、プロセッ
サ１１５、受信機１１６、送信機１１７、およびアンテナ１１８を含む。プロセッサ１１
５は、本発明に従ってＮＣＢチャネルを確立し、維持し、利用するように設定される。受
信機１１６および送信機１１７は、プロセッサ１１５と通信する。アンテナ１１８は、受
信機１１６と送信機１１７の両方と通信して、無線データの送受信を円滑にする。
【００１６】
　同様に、通常のＷＴＲＵ内部に見られることが可能な構成要素に加えて、ＷＴＲＵ１２
０も、プロセッサ１２５、受信機１２６、送信機１２７、およびアンテナ１２８を含む。
プロセッサ１２５は、本発明に従ってＮＣＢチャネルを確立し、維持し、利用するように
設定される。受信機１２６および送信機１２７は、プロセッサ１２５と通信する。アンテ
ナ１２８は、受信機１２６と送信機１２７の両方と通信して、無線データの送受信を円滑
にする。
【００１７】
　図３は、本発明による、或る特定のＷＴＲＵに対してＮＣＢチャネルを確立するため、
および維持するための方法３００の流れ図である。ステップ３１０で、ＮＣＢチャネルが
、確立され、割り当てられる。ＮＣＢチャネルは、ｅＮＢ１１０によって設定されること
が可能である。例えば、ネットワーク事業者が、ｅＮＢ１１０によって、ＮＣＢチャネル
設定を判断するのに使用され、さらにＮＣＢチャネルが確立される際、および再設定され
る際に使用される、いくつかのＲＲＭ（無線リソース管理）パラメータを特定することが
可能である。
【００１８】
　ＮＣＢチャネルの確立の際、チャネルの持続時間および周期性が、設定されることが可
能である。好ましい実施形態では、持続時間は、無限であることが可能である。さらに、
システムまたはＷＴＲＵ１２０は、割り当てられたＮＣＢチャネルを終了させる、または
再設定する能力を有することが可能である。無限の場合において、ｅＮＢ１１０またはＷ
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ＴＲＵ１２０からのシグナリングが、ＮＣＢチャネル割り当てを終了させることが可能で
ある。
【００１９】
　ＮＣＢチャネルは、所与の持続時間にわたって或る特定のＷＴＲＵ１２０に割り当てら
れることが可能である。持続時間は、ＷＴＲＵ１２０が、そのＮＣＢチャネルを利用する
時間のサブセットであることが可能であり、あるいはＷＴＲＵ１２０に、ＮＣＢチャネル
の使用に関する周期的間隔が割り当てられることが可能である。また、前述の割り当ての
任意の組合せが利用されることが可能であり、さらに持続時間および／または周期的動作
は、割り当てられる物理リソースが、複数のＷＴＲＵ１２０の間で時間多重化されること
を含むことが可能であることにも留意されたい。
【００２０】
　無線通信システム１００は、ＮＣＢチャネルを設定する際にいくつかの特性を利用する
ことができる。例えば、ＮＣＢチャネルは、本明細書で以下にすべて説明される、タイミ
ングアドバンス、測定値報告、ＵＬ物理リソース要求、ＤＬリソーススケジューリングに
関する情報を提供すること、キープアライブハートビート、ＨＡＲＱ（混成自動再送要求
）フィードバック、および／またはＭＡＣ（メディアアクセス制御）層シグナリングまた
はＲＲＣ（無線リソース制御）層シグナリングなどの機能をサポートするように設定され
ることが可能である。さらに、ＮＣＢチャネルは、機能の組合せをサポートするように設
定されることが可能である。例えば、スケジューリング要求を実行する或る特定のＷＴＲ
Ｕ１２０が、測定値報告も同時に提供している、またはタイミングアドバンスを実行する
同期バーストも同時に提供していることが可能である。したがって、これらの機能の任意
の組合せが、一般的なシグナリング手続きにおいて実行されることが可能である。したが
って、任意の数の機能が、構成されたＮＣＢチャネルで同時に実行されることが可能であ
る。別の実施形態では、周期的ＮＣＢチャネルが、ＵＬ伝送が全く行われていなかった所
定の周期の後に続いて設定されることが可能である。
【００２１】
　さらに、ＶｏＩＰ（ボイスオーバＩＰ）またはインターネットゲームなどのサービスタ
イプ、ＷＴＲＵ１２０上で現在、活性であるサービスに関するＱｏＳ（サービス品質）要
件、ならびにそれらのサービスの活動レートが、利用されることが可能である。
【００２２】
　また、ＮＣＢチャネルの構成は、ＦＤＭ（周波数分割多重化）を介するなどして、ＮＣ
Ｂチャネルを周波数領域において多重化することを含むことも可能である。また、ＮＣＢ
チャネルは、拡散符号を使用することによって符号領域において、時間領域において、さ
らに、ＳＤＭＡ（空間分割多重化）技術または他のＭＩＭＯ技術を使用して空間領域にお
いて多重化されることも可能である。さらに、ＮＣＢチャネルは、以上の多重化技術の任
意の組合せによって多重化されることも可能である。
【００２３】
　このようにして、ＮＣＢチャネルによって利用される物理リソースは、様々な時点で複
数のＷＴＲＵ１２０によって使用されるように、いずれの特定の期間中にもそれらのＷＴ
ＲＵ１２０によって競い合われることなしに、設定されることが可能である。例えば、Ｎ
ＣＢチャネルは、或る特定の周期性および／または持続時間に関してＷＴＲＵ1に割り当
てられることが可能であり、別の周期性および／または持続時間に関してＷＴＲＵ2に割
り当てられることが可能である。したがって、ＮＣＢチャネルは、通常、或る特定の時点
において或る特定のＷＴＲＵ１２０に専用であるが、様々な期間にわたって複数のＷＴＲ
Ｕ１２０の間で共有される。
【００２４】
　図３をさらに参照すると、ＮＣＢチャネル割り当ては、無線通信システム１００におけ
るＷＴＲＵ１２０に、これらのＷＴＲＵ１２０が通信しているｅＮＢ１１０によって伝送
される（ステップ３２０）。図１に示される例において、ｅＮＢ1は、ＮＣＢチャネル割
り当てをＷＴＲＵ1、ＷＴＲＵ2、およびＷＴＲＵ3に伝送するのに対して、ｅＮＢ2は、Ｎ
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ＣＢチャネル割り当てをＷＴＲＵ4に伝送する。この伝送、または通信は、ＤＬ（ダウン
リンク）共通制御チャネルシグナリング、またはＷＴＲＵ１２０の間のＤＬ共有チャネル
にマップされた専用制御チャネル信号の中に含められることが可能である。
【００２５】
　代替として、ＮＣＢチャネルは、ＤＬ共通制御チャネルによって、他のＵＬ（アップリ
ンク）共有チャネル割り当てとして割り当てられることも可能である。さらに、ＮＣＢチ
ャネルが、ユーザデータ伝送のために使用されるＵＬ共有チャネルとは別個の制御チャネ
ルである場合、ＤＬ共有チャネルにマップされた論理制御チャネルが利用されることも可
能である。
【００２６】
　図４は、本発明の或る実施形態による、複数のＷＴＲＵ１２０へのＮＣＢチャネル（４
３０、４４０、および４５０として示される）の割り当てを示す例示的な時間周波数チャ
ート４００である。特に、ＮＣＢチャネル４３０は、ＷＴＲＵ1に専用であることが可能
であり、ＮＣＢチャネル４４０は、ＷＴＲＵ2に専用であることが可能であり、ＮＣＢチ
ャネル４５０は、ＷＴＲＵ3に専用であることが可能である。したがって、この例におい
て、ＷＴＲＵ1は、ＮＣＢチャネル４３０上でｅＮＢ1にアクセスし、ＷＴＲＵ2は、ＮＣ
Ｂチャネル４４０上でｅＮＢ1にアクセスし、ＷＴＲＵ3は、ＮＣＢチャネル４５０上でｅ
ＮＢ1にアクセスして、ＷＴＲＵ１２０は、ｅＮＢ１１０へのアクセスを競い合わなくて
もよい。
【００２７】
　図３に示されるとおり、ＮＣＢチャネルの割り当ては、無線通信システム１００によっ
て解析されて（ステップ３３０）、最適な割り当てが確実にされる。例えば、無線通信シ
ステム１００は、現在、割り当てられているＮＣＢチャネルが、アイドルのままであった
時間、またはシステム１００における様々なＷＴＲＵ１２０のＱｏＳ要件を解析すること
ができる。代替として、システム１００は、チャネル割り当てシグナリングを受信すると
、ＮＣＢチャネルが再設定されるべきことを判断して、データ容量が、増加される、また
は低減される必要がある可能性がある。システム１００が、この解析に基づいて、再設定
または再割り当てが必要であると判断した場合（ステップ３４０）、システム１００は、
ＮＣＢチャネルの割り当てを再設定し、更新されたＮＣＢチャネル割り当てを、システム
におけるＷＴＲＵ１２０に伝送することができる（ステップ３５０）。
【００２８】
　図５は、本発明による、ＮＣＢチャネルを使用してタイミングアドバンスを判断するた
めの方法５００の流れ図である。ステップ５１０で、ＷＴＲＵ１２０が、ＷＴＲＵ１２０
に割り当てられたＮＣＢチャネルを介して、同期バーストをｅＮＢ１１０に伝送する。こ
の同期バーストは、特定のトリガイベントに基づいて、周期的に、または動的に伝送され
ることが可能である。タイミングアドバンスは、信号伝搬遅延を基準とし、さらに最大Ｗ
ＴＲＵ速度が、知られているので、タイミングアドバンスバーストの周期性要件が、計算
され、ＮＣＢチャネルの構成された周期性と合わせられることが可能である。好ましくは
、同期バーストは、ＮＣＢチャネルが、その特定のＷＴＲＵ１２０に関して存在する時間
間隔に対して調整される。
【００２９】
　ｅＮＢ１１０は、ＷＴＲＵ１２０から同期バーストを受信し、タイミング推定を実行し
て、ＷＴＲＵ１２０とｅＮＢ１１０の間の物理的同期を維持するのにＴＡ（タイミングア
ドバンス）調整が必要とされているか否かを判断する（ステップ５２０）。ＴＡ調整が必
要とされる場合（ステップ５２０）、ｅＮＢは、ＴＡコマンドを、その特定のＷＴＲＵ１
２０に伝送する（ステップ５３０）。このＴＡコマンドは、ＤＬ共通制御チャネル上、ま
たはその特定のＷＴＲＵ１２０に割り当てられたＤＬ共有チャネルにマップされた制御チ
ャネルで送信されることが可能である。
【００３０】
　周期的ＮＣＢチャネルは、ＵＬ伝送が全く行われていなかった所定の周期の後に続いて
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設定されることが可能であるので、ＮＣＢチャネルは、ＵＬ非活動の周期中に動的に割り
当てられて、または確立されて、同期が維持されることが可能である。非活動の周期中に
ＮＣＢチャネルとの同期を維持することにより、伝送は、ＱｏＳ要件が、より良好に維持
されることを可能にする、より短い待ち時間で再開されることが可能である。
【００３１】
　図６は、本発明の別の実施形態による、ＮＣＢチャネルを使用してＤＬスケジューリン
グ変更を判断するための方法６００の流れ図である。ＷＴＲＵ１２０が、ＮＣＢチャネル
を介してバーストをｅＮＢ１１０に伝送して、ＤＬチャネル品質測定値を報告する（ステ
ップ６１０）。ｅＮＢ１１０が、これらのチャネル品質測定値を受信すると、ｅＮＢ１１
０は、これらの測定値を解析して、ＤＬスケジューリングの変更または調整が行われる必
要があるか否かを判断する（ステップ６２０）。ＤＬチャネル品質測定値は、トリガイベ
ントに基づいて周期的に、または動的に報告されることが可能である。好ましくは、チャ
ネル品質報告は、ＮＣＢチャネルの構成された割り当てと同時に行われる。ＷＴＲＵ測定
値報告のためにＮＣＢチャネルを使用することにより、物理リソースのより効率的な使用
がもたらされるとともに、ＲＡＣＨの使用、またはこの目的でＵＬ共有チャネルを動的に
要求することと比べて、待ち時間がより短いＵＬ情報シグナリングが提供される。ＤＬス
ケジューリング変更が必要とされる場合（ステップ６３０）、ｅＮＢ１１０は、新たなＤ
Ｌチャネルスケジューリング割り当てをＷＴＲＵ１２０に伝送する（ステップ６４０）。
【００３２】
　図６に示される実施形態において、ＮＣＢチャネルは、ＵＬ測定値報告のために周期的
に設定される、またはイベントによってトリガされることが可能である。したがって、前
述したとおり、ＮＣＢチャネルの、この使用は、タイミングアドバンス、スケジューリン
グ要求、測定値報告などの、ＮＣＢチャネルの他の同時の機能または使用と同時に行われ
ることが可能である。
【００３３】
　図７は、本発明の別の実施形態による、ＮＣＢチャネルを使用してＵＬリソースを要求
する方法７００の流れ図である。ステップ７１０で、１つまたは複数のＷＴＲＵ１２０が
、ＵＬチャネルアクセスに関するスケジューリング要求を、これらのＷＴＲＵのために構
成され、割り当てられた専用のＮＣＢチャネルで伝送する。この実施形態において、ＮＣ
Ｂチャネルは、スケジューリング要求のサポートのために周期的に設定される、またはト
リガされることさえ可能である。さらに、スケジューリング要求が行われることは、タイ
ミングアドバンス、チャネル測定値報告などの、他のＮＣＢチャネル使用と同時に生じる
ことが可能である。
【００３４】
　図４を再び参照すると、図７のステップ７１０における伝送される要求は、ＵＬ物理リ
ソースの割り当てを要求する、それぞれのＮＣＢチャネル（４３０、４４０、または４５
０）上でＷＴＲＵ１２０の１つによって伝送されるバーストであることが可能であり、こ
のバーストの存在自体が、その特定のＷＴＲＵ１２０に関するリソース割り当て要求を示
す。代替として、このバーストは、例えば、リソース割り当てが必要とされるか否かを示
す「０（ゼロ）」または「１（一）」などの、１ビットの情報だけを含むことが可能な指
示であってもよい。また、このバーストは、その特定のＷＴＲＵ１２０が伝送する必要が
あるＵＬデータの量、そのデータの優先度、ＱｏＳ、待ち時間要件、ＢＬＥＲ要件などの
、リソース割り当て要求と関係する情報を含むことも可能である。
【００３５】
　ＮＣＢは、指定された持続時間を有する、または有さない周期的動作で設定されること
が可能である。好ましくは、ＵＬチャネル割り当て要求は、ＮＣＢチャネルの周期的動作
と同時に行われる。緊急のＵＬリソース要求が要求され、ＮＣＢが利用可能でない場合、
ＲＡＣＨが使用されることが可能である。このＵＬリソース要求メソッドは、タイミング
アドバンスメソッド５００、または測定値報告メソッド６００と同時に行われることが可
能である。これらの場合において、ＮＣＢチャネルは、共通ＵＬ伝送において複数の目的
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を提供する。
【００３６】
　図７に示されるとおり、ＵＬリソース要求に基づいて、リソースの適切な割り当てが、
判断され、ｅＮＢ１１０が、ＵＬ共有アクセス許可を、１つまたは複数のＷＴＲＵ１２０
に、ＤＬ共通制御チャネルで伝送する（ステップ７２０）。
【００３７】
　例として、図８は、図７の方法７００のステップ７２０による、物理リソースの割り当
てを示す例示的な時間周波数チャート８００である。図８は、割り当てられたリソース部
分８３０、および割り当てられたリソースブロック部分８４０を含む時間周波数チャート
８００である。この例において、割り当てられたリソース部分８３０は、ＷＴＲＵ1に対
するリソース割り当て（８３１）、ＷＴＲＵ2に対するリソース割り当て（８３２）、お
よびＷＴＲＵ3に対するリソース割り当て（８３３）を示す。このように、リソース割り
当ては、ＤＬ伝送におけるアクセス許可に関して利用されるリソースに基づいて、ＷＴＲ
Ｕ１２０によって暗黙に決定されることが可能である。
【００３８】
　代替として、リソース割り当て８３１、８３２、および８３３は、割り当てられたリソ
ースブロック部分８４０の中の割り当てられたリソースブロックに対応してもよい。例え
ば、図８を再び参照すると、リソース割り当て８３１は、ＷＴＲＵ1に割り当てられた単
一のリソースブロック８４４に対応する。しかし、リソース割り当て８３２は、ＷＴＲＵ

2に割り当てられた３つのリソースブロック８４５に対応するのに対して、リソース割り
当て８３３は、ＷＴＲＵ3に割り当てられた２つのリソースブロック８４６に対応する。
図８に示されるリソースブロック割り当ては、例示的であり、任意の特定のリソース割り
当てが、単一のリソースブロック、または複数のリソースブロックに対応することが可能
であることに留意されたい。リソースブロックに割り当てられた特定のＷＴＲＵ１２０に
関するＩＤ（識別子）が、いずれのリソースブロックが、そのＷＴＲＵ１２０に属するか
をＷＴＲＵ１２０に対して特定するように含められることが可能である。代替として、Ｄ
Ｌ制御チャネルは、複数のＷＴＲＵ１２０に共通であることが可能である。
【００３９】
　いずれにしても、リソース割り当ては、ＷＴＲＵ１２０に対して、そのＷＴＲＵ１２０
にリソースが割り当てられている周期、ならびにその割り当てがどこに存在するかについ
て特定される。例えば、いずれのリソースブロックが、或る特定のＷＴＲＵ１２０に割り
当てられているかが、ＷＴＲＵ１２０に特定される。
【００４０】
　特定のＷＴＲＵ１２０が、ＤＬにおいて共有チャネルアクセス許可を受信すると、これ
らのＷＴＲＵ１２０は、割り当てられたチャネルまたはリソースブロックを介して伝送す
る（ステップ７３０）。
【００４１】
　さらに別の実施形態では、ＮＣＢチャネルは、キープアライブハートビート（keep-ali
ve heartbeat）のために利用されることが可能である。例えば、ＷＴＲＵ１２０は、シス
テムによって利用されるＮＣＢチャネルを介して周期的なキープアライブ信号を伝送して
、ＷＴＲＵ１２０とｅＮＢ１１０の間の無線リンクの障害を検出する。このようにして、
システムは、この特定のＷＴＲＵ１２０に対する失われた接続があれば、その接続を復元
するのに要求される措置を講じることができるとともに、ＷＴＲＵ１２０に割り当てられ
たリソースを回復することができる。さらに、他の様々なＮＣＢチャネルの機能および用
法の場合と同様に、キープアライブハートビートに関するシグナリングは、ＵＬチャネル
要件が一致する他のＮＣＢチャネル機能と組み合わされることが可能である。キープアラ
イブ信号の目的で、同様のＮＣＢチャネルが、ＤＬにおいて割り当てられて、ＷＴＲＵが
、リンク障害の後に要求される適切な措置を行うことができるようにすることが可能であ
る。
【００４２】
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　別の実施形態において、ＮＣＢチャネルは、ＨＡＲＱフィードバックのために利用され
ることが可能である。例えば、ＨＡＲＱ伝送に応答して、ＮＣＢチャネルは、肯定的な（
成功）確認応答（ＡＣＫ）または否定的な（不成功）確認応答（ＡＣＫ）の伝送のために
利用されることが可能である。さらに、プロセス番号、またはＨＡＲＱ伝送を調整するの
に使用される他の任意のＨＡＲＱパラメータが、ＨＡＲＱ方法に依存して、ＮＣＢチャネ
ルを介して伝送されることが可能である。ＮＣＢチャネルは、周期的フィードバックが、
ＮＣＢチャネルの周期的構成とそろえられることが可能な同期ＨＡＲＱ動作の場合に、特
に有用である可能性がある。
【００４３】
　別の代替の実施形態では、ＮＣＢチャネルは、ＭＡＣシグナリング、ＲＲＣシグナリン
グ、および／または少量のユーザデータのために利用されることが可能である。さらに、
ＭＡＣ層動作および／またはＲＲＣ層動作の調整が、ＮＣＢチャネルを介して達せられる
ことが可能である。これらの場合において、知られている周波数を有する手続きが、ＮＣ
Ｂチャネルにマップされて、物理リソースの使用が最適化されることが可能である。また
、ＷＴＲＵ１２０は、割り当てられたＮＣＢチャネルで少量のデータを伝送することもで
きる。このように、ＮＣＢチャネルは、共有チャネル、または他の代替のチャネルが利用
可能でない／割り当てられていない場合に、ＷＴＲＵ１２０によって、少量のユーザデー
タを伝送するのに使用されることが可能である。ＮＣＢチャネルでユーザデータを許すこ
とにより、伝送待ち時間が短縮され、ＱｏＳが向上する。
【００４４】
　周波数選択性フェージングに対する回復力（ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅ）をもたらすために
、ＵＬ　ＮＣＢチャネルは、ＯＦＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）システムまたはＳＣ
－ＦＤＭＡ（ＳＣ（単一搬送波）ＦＤＭＡ）システムなどの、ＸＦＤＭＡシステムにおけ
るいくつかのサブチャネルを含むことが可能である。ＸＦＤＭＡシステムの１つのサブフ
レームの中に、ＳＢ（短いブロック）とＬＢ（長いブロック）とが存在する。ＳＢは、通
常、基準信号を伝送するのに使用され、ＬＢは、通常、データパケットを伝送するのに使
用される。基準信号は、或る特定のＷＴＲＵ１２０に関する１つのＯＦＤＭサブフレーム
の中のチャネルレイアウトの完全なビューを提供し、周波数選択性フェージングの深刻度
を割り出すチャネル測定のために利用されることも可能である。したがって、基準信号は
、ＮＣＢチャネル割り当ての周波数ダイバーシチがどの程度必要であるかを判断するのに
使用されることが可能である。
【００４５】
　図９は、本発明による、複数のサブチャネルを含むシステムにおける周波数ダイバーシ
チ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｅｒｓｅ）ＮＣＢチャネル割り当てを示す例示的なブロ
ック図９００である。例えば、図９に示されるとおり、ＷＴＲＵ1およびＷＴＲＵ2に対す
るＮＣＢチャネル割り当てが、単一のリソースブロック内、または或るリソースブロック
の一部分の中に存在することが可能な複数のサブチャネルにわたって拡散されて示される
。すると、ＮＣＢチャネルは、ＵＬチャネル測定値に基づいて、分散された仕方で割り当
てられる。
【００４６】
　さらなる効率の良さが、或る特定のＷＴＲＵ１２０に関してリソースが変更されるＮＣ
Ｂチャネルの利用において達せられることが可能である。例えば、ＮＣＢリソース割り当
ては、事前設定の時間ホッピングパターンおよび／または周波数ホッピングパターンに応
じて変更されることが可能である。非常に少量のチャネルリソースしか有さないＮＣＢチ
ャネルは、そのＮＣＢチャネルが、周波数領域において可能な限り広く拡散された場合で
さえ、良好な周波数ダイバーシチを有さない可能性がある。したがって、時間ホッピング
および／または周波数ホッピングを適用することにより、ダイバーシチがさらに向上され
て、ＮＣＢチャネルが、受信機側で適切に受信されることが確実にされることが可能であ
る。
【００４７】
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　図１０は、本発明の実施形態による、時間－周波数ホッピングＮＣＢチャネル割り当て
を示す例示的な時間周波数チャート１０００である。リソースが、或る特定のＷＴＲＵ１
２０に割り当てられる、異なるサブフレームの中で、ＮＣＢチャネルに関するリソースの
周波数割り当ては、サブフレームにわたって変更される。この周波数割り当て変更は、Ｎ
ＣＢ割り当て段階中に事前設定される、時間領域および／または周波数領域におけるホッ
ピングパターンに基づく。このことは、ＮＣＢチャネルの物理的実現のための別の代替の
実施形態である。周波数／タイミングホッピングパターンは、或る特定のＷＴＲＵ１２０
に対するＮＣＢチャネル割り当てをシグナリングして、そのＷＴＲＵ１２０が、そのホッ
ピングパターンに応じて、そのＮＣＢチャネルを使用して伝送することができるようにす
る際の、重要なメッセージである。同様に、ｅＮＢ１１０も、調整された仕方で同一のパ
ターンに従うことにより、シグナリングを受信することができる。
【００４８】
　ＮＣＢチャネルは、ｅＮＢ１１０が、制御メッセージをＷＴＲＵ１２０に伝送すること
によって、さらに設定されることが可能である。例えば、ｅＮＢ１１０は、副搬送波、空
間（アンテナビーム）、スロット、または符号と関係するリソースメッセージを伝送する
ことができる。さらに、ｅＮＢ１１０は、ＮＣＢチャネルが割り当てられたＷＴＲＵ１２
０に、規定されたホッピングシーケンスセットのインデックスなどのホッピングシーケン
スを伝送することができる。
【００４９】
　さらなる実施形態において、ＮＣＢチャネルは、ＲＴ（リアルタイム）サービスとＮＲ
Ｔ（非リアルタイム）サービスの両方と一緒に割り当てられて、サービスに関する動的ス
ケジューリング、半動的スケジューリング、永久スケジューリング、または半永久スケジ
ューリングを助けることが可能である。
【００５０】
　ＮＲＴサービスに関して、ＮＣＢチャネルは、動的スケジューリングをサポートするよ
うに割り当てられることが可能である。例えば、ＮＣＢチャネルは、タイミングアドバン
ス、周期的測定値報告、ＵＬ物理リソース要求、ＵＬトラフィックステータス報告、ＤＬ
リソーススケジューリングに関する情報を提供すること、ＨＡＲＱフィードバックおよび
／またはＭＡＣ／ＲＲＣ層シグナリングなどのために使用されることが可能である。動的
スケジューリングまたは半動的スケジューリングをサポートするＮＣＢチャネルは、１つ
のＷＴＲＵに関するＮＲＴサービスの動的スケジューリングまたは半動的スケジューリン
グの始めに、またはこのスケジューリングの途中に設定されることが可能である。また、
ＮＣＢチャネルは、ＷＴＲＵ移動性またはチャネル条件などの状況が変化するにつれ、終
了させられる、変更される、または延長されることが可能である。
【００５１】
　一部の特定のアプリケーションに関するＮＣＢチャネルは、ＮＣＢのスケジューリング
割り当ての始めから一貫した周期性を有することが可能である。代替として、他の特定の
アプリケーションに関するＮＣＢチャネルは、各バースト性の伝送の後の或る時点で周期
性を開始してもよい。
【００５２】
　例えば、始めから一貫した周期性を有する場合において、タイミングアドバンスおよび
測定値報告は、正確なスケジューリング決定をサポートする継続的な報告を要求する可能
性がある。しかし、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックは、必ずしも、スケジュー
リングの始めから周期性を維持する必要はなく、したがって、ＮＣＢチャネルは、１つの
バースト性の伝送からいくらか時間が経ってから、受信の成功が宣言されない限り、数回
にわたって開始することが可能である。
【００５３】
　ＮＣＢチャネルの持続時間は、割り当てられたライフサイクルが期限切れになる前に終
了させられる、またはシステムデマンドに基づいて延長されることが可能である。既存の
ＮＣＢの終了は、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣシグナリング（ＭＡＣヘッダなどの）または
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層１もしくは層２（Ｌ１／Ｌ２）のシグナリングを介するｅＮＢ１１０からの指示を介し
てシグナリングされることが可能である。一例では、この指示は、単に「ＯＦＦ（０）」
信号であることが可能である。
【００５４】
　ＮＣＢチャネル割り当ての終了は、明示的にシグナリングされることも、暗黙にシグナ
リングされることも可能である。例えば、音声無音期間（ｖｏｉｃｅ　ｓｉｌｅｎｔ　ｐ
ｅｒｉｏｄ）の終わりにおいて、ＷＴＲＵ１２０が、音声活動変化指示を、ＮＣＢチャネ
ルを介してｅＮＢ１１０に送る。次に、ｅＮＢ１１０は、音声活動に関する新たな永久Ｕ
Ｌ無線リソースを、ＤＬスケジューリングチャネルを介して割り当てる。ＤＬスケジュー
リングチャネルでＵＬリソース割り当てを受信すると、ＷＴＲＵ１２０は、既存のＮＣＢ
チャネル割り当ての終了を暗黙に検出することができる。代替として、この終了をシグナ
リングする１つの明示的な指示が、ｅＮＢ１１０からＷＴＲＵ１２０に送られることも可
能である。
【００５５】
　ＮＣＢチャネルの延長は、前の割り当てと実質的に同一の持続時間にわたっても、より
長い、またはより短い、異なる持続時間にわたってもよい。また、この延長は、周波数ホ
ッピングなどの、新たな時間割り当てパターンおよび周波数割り当てパターンの構成を含
むことも可能である。
【００５６】
　ＮＣＢチャネルの周期性は、ＮＣＢチャネルのアプリケーションに基づいて決定される
ことが可能である。例えば、ＷＴＲＵの高い移動性のシナリオにおいて、ＵＬタイミング
維持をサポートする高い周期性のＮＣＢチャネルが、割り当てられなければならない。ま
た、測定値レポートが、どれだけ頻繁にｅＮＢ１１０に送られるべきかについても、ＮＣ
Ｂチャネルのアプリケーションに基づいて決定される。
【００５７】
　図１１は、本発明の実施形態による、ＷＴＲＵに関する異なるＮＣＢチャネル要件を示
す例示的な図である。図１１を参照すると、複数のＮＣＢチャネルが、異なるスケジュー
リング目的で或る特定のＷＴＲＵ１２０に同時に割り当てられることが可能である。これ
らの異なるＮＣＢチャネルは、異なる構成を有することが可能である。例えば、とりわけ
、ＮＣＢチャネル周期性およびチャネル容量が、異なる要件を満たすように設定されるこ
とが可能である。
【００５８】
　音声無音（無通話）期間において、ｅＮＢ１１０に対して、ＵＬタイミングを維持し、
音声活動レポートを送信し、測定値レポートを送信し、ＵＬスケジューリング要求を送信
し、さらに音声ＳＩＤ（無音指示検出）などを送信するのに使用されるＮＣＢチャネルが
、存在することが可能である。しかし、ＵＬにおけるＳＩＤパケットに関する周期性は、
他の機能に要求される周期性とは異なることが可能な、１６０ｍｓ（ミリ秒）毎である。
例えば、ＵＬタイミングアドバンス機能に関する周期性は、ＳＩＤを送信することに関す
る周期性より短いことも、長いことも可能である。また、ＳＩＤパケットのために使用さ
れる無線リソースと、他のＵＬユーティリティ目的で使用される無線リソースとは異なり
、このことは、やはり、異なるＮＣＢチャネル構成を要求する。したがって、異なるシス
テム要件に関する異なるＮＣＢチャネル構成およびＮＣＢチャネル割り当てが、要求され
ることが可能である。他方、同様のリソース要件、および同様の周期性要件を有するアプ
リケーションは、１つのＮＣＢチャネル構成、および１つのＮＣＢチャネル割り当てにグ
ループ化されることが可能である。
【００５９】
　さらに、１つの周期性を有するＮＣＢチャネルが割り当てられる場合に、１つのＷＴＲ
Ｕに関して異なるアプリケーション要件が存在することが可能である。この場合、そのＮ
ＣＢチャネルは、１つのＮＣＢ割り当て内の異なる間隔に関して異なる無線リソース割り
当てを有して設定されることが可能である。例えば、ＳＩＤパケット間隔が、例えば、１
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６０ミリ秒毎に、ＵＬスケジューリング要求、タイミング維持、および測定値報告などの
他のＵＬ機能と同時に生じることが可能である。しかし、１６０ミリ秒間隔において、追
加のＳＩＤパケットのニーズに対応するのに必要とされる、さらなる無線リソースが存在
する場合、ｅＮＢ１１０は、１６０ミリ秒間隔において、さらなる無線リソースを割り当
て、非１６０ミリ秒間隔において、より少ないリソースを割り当てることができる。そう
する際、ｅＮＢ１１０は、必ずしも、すべての異なるシナリオに対応するようにすべての
ＮＣＢチャネル間隔に最大限の無線リソースを割り当てる必要はなく、その結果、リソー
ス利用が、はるかに効率的になる。
【００６０】
　さらに、ＮＣＢチャネルは、１つの基地局から別の基地局へのハンドオーバ中に維持さ
れなければならない。この目的で、ソース基地局は、ターゲット基地局とシグナリングを
交換して、ＷＴＲＵ１２０がハンドオーバされるターゲットセル内のＷＴＲＵにＮＣＢチ
ャネルを割り当てる。このことは、ソースセルにおける共通制御チャネル、または特定の
ＷＴＲＵ１２０に割り当てられて、ターゲットセルＮＣＢチャネル情報を、その特定のＷ
ＴＲＵ１２０に伝える共有チャネルを介する伝送によって達せられることが可能である。
この情報は、ターゲットセルにおけるＮＣＢチャネルリソース、ターゲットセルにおける
ホッピングパターン、またはソースセルとターゲットセルの間のタイミング差などのタイ
ミングアドバンスを含むことが可能である。この場合におけるセル間のタイミング差は、
システムによって計算されて、ソース基地局またはターゲット基地局によって間もなくハ
ンドオーバされるＷＴＲＵ１２０に伝送されることが可能である。
【００６１】
　本発明は、所望に応じて、任意のタイプの無線通信システムにおいて実施されることが
可能である。例として、本発明は、任意のタイプの８０２型システム、ＸＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＬＴＥ，または他の任意のタイプの無線通信シ
ステムにおいて実施されることが可能である。
【００６２】
　さらに、本発明の特徴は、ソフトウェアによって実施されることが可能であり、ＩＣ（
集積回路）に組み込まれること、または多数の互いに接続されるコンポーネントを含む回
路内に設定されることが可能である。さらに、ｅＮＢ１１０およびＷＴＲＵ１２０のプロ
セッサ１１５／１２５はそれぞれ、前述した方法のいずれの方法のステップを実行するよ
うにも設定されることが可能である。また、プロセッサ１１５／１２５は、受信機１１６
／１２６、送信機１１７／１２７、およびアンテナ１１８／１２８をそれぞれ利用して、
データを無線で送受信することを円滑にすることもできる。
【００６３】
　本発明の特徴および要素は、特定の組合せで、好ましい実施形態において説明されるが
、各特徴または各要素は、好ましい実施形態のその他の特徴、またはその他の要素を伴わ
ずに、単独で使用されることが可能であり、あるいは本発明の他の特徴、または他の要素
を伴って、または伴わずに様々な組合せで使用されることが可能である。本発明において
提供される方法および流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行される
ようにコンピュータ可読記憶媒体に実体化されたコンピュータプログラム、ソフトウェア
、またはファームウェアにおいて実施されることが可能である。コンピュータ可読記憶媒
体の例には、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、レジ
スタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクやリムーバブルデ
ィスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスクなどの光媒体、および
ＤＶＤ（デジタルバーサタイルディスク）が含まれる。
【００６４】
　適切なプロセッサには、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッ
サ、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ
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）回路、任意の集積回路および／または状態マシンが含まれる。
【００６５】
　ソフトウェアに関連するプロセッサが、ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）、ユーザ
機器、端末装置、基地局、無線ネットワークコントローラ、または任意のホストコンピュ
ータにおいて使用するための無線周波数トランシーバを実施するのに使用されることが可
能である。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話機、スピーカホン
、振動デバイス、スピーカ、マイクロホン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセ
ット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール、ＦＭ（周波数変調型）無線ユニット
、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）ディスプレイユニット、ＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）
ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレー
ヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意のＷＬＡＮ（無線ローカル
エリアネットワーク）モジュールなどの、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実
施されるモジュールに関連して使用されることが可能である。
【００６６】
　（実施形態）
１．無線通信システムにおける複数のＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）にＮＣＢ（非
競合ベースの）チャネルを提供するための方法。
２．ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）をさらに含む実施形態１の方法。
３．ＮＣＢチャネルを確立するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
４．第１のＷＴＲＵにＮＣＢチャネルを割り当てるステップをさらに含む先行するいずれ
かの実施形態におけるとおりの方法。
５．ＮＣＢチャネルの再割り当てが判必要かどうかを判断するステップをさらに含む先行
するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６．再割り当て決定に基づいてＮＣＢチャネルを再割り当てするステップをさらに含む先
行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７．第１のＷＴＲＵにＮＣＢチャネル割り当てを伝送するステップをさらに含む先行する
いずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８．ＮＣＢチャネルを設定するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
９．ＮＣＢチャネルの持続時間が設定される先行するいずれかの実施形態におけるとおり
の方法。
１０．ＮＣＢチャネルの持続時間が、無限の時間のために設定される先行するいずれかの
実施形態におけるとおりの方法。
１１．ＮＣＢチャネルの持続時間が、或る期間のために設定される先行するいずれかの実
施形態におけるとおりの方法。
１２．ＮＣＢチャネルが、周期的間隔で存在するように設定される先行するいずれかの実
施形態におけるとおりの方法。
１３．ＮＣＢチャネルが、第１の周期的間隔で第１のＷＴＲＵに割り当てられ、第２の周
期的間隔で第２のＷＴＲＵに再割り当てられる先行するいずれかの実施形態におけるとお
りの方法。
１４．ＮＣＢチャネルの構成が、以下の機能、すなわち、タイミングアドバンス、測定値
報告、物理リソース要求、スケジュール要求、キープアライブハートビート、ＨＡＲＱ（
混成自動再送要求）フィードバック、およびＭＡＣ（メディアアクセス制御）／ＲＲＣ（
無線リソース制御）層シグナリングの少なくとも１つに基づく先行するいずれかの実施形
態におけるとおりの方法。
１５．ＮＣＢチャネルの構成が、機能、タイミングアドバンス、測定値報告、物理リソー
ス要求、スケジュール要求、キープアライブハートビート、ＨＡＲＱフィードバック、お
よびＭＡＣ／ＲＲＣ層シグナリングの組合せに基づく先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
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１６．ＮＣＢチャネルの構成が、無線通信システムにおける或る特定のＷＴＲＵ上で現在
、活性であるサービスに関するＱｏＳ（サービス品質）要件、サービスのタイプ、および
現在、活性のサービスの活動レートの少なくとも１つに基づく先行するいずれかの実施形
態におけるとおりの方法。
１７．ＮＣＢチャネルが、低速共有チャネルとして設定される先行するいずれかの実施形
態におけるとおりの方法。
１８．第１のＷＴＲＵが、ＮＣＢチャネルを介してデータを伝送するステップをさらに含
む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１９．ＮＣＢチャネルが、物理チャネル制御フィールド内でシグナリングを提供するよう
に設定される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
２０．ＮＣＢチャネルが、ＭＡＣ（メディアアクセス制御）層内でシグナリングを提供す
るように設定される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
２１．ＮＣＢチャネルが、ＲＲＣ（無線リソースコントローラ）層内でシグナリングを提
供するように設定される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
２２．ＮＣＢチャネルを多重化するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
２３．ＮＣＢチャネルが、周波数領域において多重化される先行するいずれかの実施形態
におけるとおりの方法。
２４．ＮＣＢチャネルが、ＦＤＭ（周波数分割多重化）を使用して多重化される先行する
いずれかの実施形態におけるとおりの方法。
２５．ＮＣＢチャネルが、符号領域において多重化される先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
２６．ＮＣＢチャネルが、拡散符号を使用して符号領域において多重化される先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
２７．ＮＣＢチャネルが、時間領域において多重化される先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
２８．ＮＣＢチャネルが、空間領域において多重化される先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
２９．ＮＣＢチャネルが、ＳＤＭＡ（空間分割多重化）を使用して多重化される先行する
いずれかの実施形態におけるとおりの方法。
３０．ＮＣＢチャネルを第２のＷＴＲＵに再割り当てするステップをさらに含む先行する
いずれかの実施形態におけるとおりの方法。
３１．ＮＣＢチャネル割り当てを終了させるステップをさらに含む先行するいずれかの実
施形態におけるとおりの方法。
３２．第１のＷＴＲＵが、ＮＣＢチャネル割り当てを終了させる先行するいずれかの実施
形態におけるとおりの方法。
３３．ｅＮＢが、ＮＣＢチャネル割り当てを終了させる先行するいずれかの実施形態にお
けるとおりの方法。
３４．ＤＬ（ダウンリンク）共通制御シグナリングを介して第１のＷＴＲＵにＮＣＢチャ
ネル割り当てを伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとお
りの方法。
３５．ＤＬ共有チャネルにマップされた専用制御チャネル信号を介して第１のＷＴＲＵに
ＮＣＢチャネル割り当てを伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
３６．ＮＣＢチャネルが、ＵＬ共有チャネル割り当てとしてＤＬ共通制御チャネルによっ
て割り当てられる先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
３７．ＮＣＢチャネル割り当てを解析するステップをさらに含む先行するいずれかの実施
形態におけるとおりの方法。
３８．変化するサービス要件タイプ（ｃｈａｎｇｉｎｇ　ｔｙｐｅ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃ
ｅ　ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ）またはＱｏＳ要件のために再割り当てが必要であると決定
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するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
３９．ＮＣＢチャネルが、或る特定の期間にわたってアイドルのままであるため再割り当
てが必要であると決定するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけると
おりの方法。
４０．より大きいデータ容量、またはより小さいデータ容量の要件のために再割り当てが
必要であると決定するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおり
の方法。
４１．無線通信システムのＷＴＲＵに再割り当て決定を伝送するステップをさらに含む先
行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４２．第１のＷＴＲＵが、同期バーストまたは既存のデータパケットを、ＮＣＢチャネル
を介してｅＮＢに伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけると
おりの方法。
４３．ｅＮＢが、ＴＡ（タイミングアドバンス）調整が必要であるかどうかを判断するス
テップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４４．ｅＮＢが、ＴＡが必要であるかどうかの判断に応じて、第１のＷＴＲＵにＴＡ調整
コマンドを伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの
方法。
４５．ｅＮＢが、ｅＮＢと第１のＷＴＲＵの間の物理的同期を維持するためにＴＡ調整が
必要とされると決定する先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４６．ＴＡコマンドが、ＤＬ共通制御チャネルで第１のＷＴＲＵに伝送される先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４７．ＴＡコマンドが、ＷＴＲＵの間のＤＬ共有チャネル割り当てにマップされた制御チ
ャネルで伝送される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４８．同期バーストが、ＵＬ伝送が行われていなかった所定の周期の後に続いて伝送され
る先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
４９．第１のＷＴＲＵが、チャネル品質測定値を、ＮＣＢチャネルを介してｅＮＢに伝送
するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５０．ｅＮＢが、チャネル品質測定値を解析するステップをさらに含む先行するいずれか
の実施形態におけるとおりの方法。
５１．ｅＮＢが、スケジューリング変更が必要であるかどうかを判断するステップをさら
に含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５２．ｅＮＢが、スケジューリング変更が必要であるかどうかの判断に基づいて、新たな
ＤＬスケジューリング割り当てを第１のＷＴＲＵに伝送するステップをさらに含む先行す
るいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５３．ｅＮＢが、ＤＬ制御チャネルを介して新たなＤＬスケジューリング割り当てを伝送
する先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５４．第１のＷＴＲＵが、リソースを求める要求を、ＮＣＢチャネルを介して伝送するス
テップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５５．第１のＷＴＲＵが、ＤＬ共通制御チャネルを監視するステップをさらに含む先行す
るいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５６．無線通信システムによって第１のＷＴＲＵに対するリソースの割り当てを決定する
ステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５７．ｅＮＢが、ＵＬ共有チャネルアクセス許可割り当てを、ＤＬ共通制御チャネルを介
して第１のＷＴＲＵに伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
５８．第１のＷＴＲＵが、第１のＷＴＲＵに割り当てられたチャネルを介して伝送するス
テップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
５９．ＵＬ共有チャネルアクセス許可割り当てが、ＤＬ共通制御チャネルを介する伝送に
おけるアクセス許可のために利用されるリソースに基づいて、第１のＷＴＲＵに暗示され
る先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
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６０．ＵＬ共有チャネルアクセス許可割り当てが、第１のＷＴＲＵに明示的に通信される
先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６１．少なくとも１つのリソースブロックが、第１のＷＴＲＵに割り当てられているもの
として第１のＷＴＲＵに通信される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６２．ＵＬ共有チャネルアクセス許可割り当てが、第１のＷＴＲＵに関するＩＤ（識別子
）を含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６３．複数のＷＴＲＵが、リソースを求める要求を、ＮＣＢチャネルを介して伝送し、Ｄ
Ｌ共通制御チャネルを監視するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
６４．複数のＷＴＲＵに対するリソースの割り当てを決定するステップをさらに含む先行
するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６５．ｅＮＢが、ＤＬ共通制御チャネルを介して、複数のＷＴＲＵにＵＬ共有チャネルア
クセス許可割り当てを伝送するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
６６．複数のＷＴＲＵが、それぞれの割り当てられたチャネルを介して伝送するステップ
をさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６７．ＮＣＢチャネルを介してｅＮＢにキープアライブ信号を伝送するステップをさらに
含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６８．或る特定のＷＴＲＵとｅＮＢの間の無線リンクの障害を検出するステップをさらに
含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
６９．或る特定のＷＴＲＵとｅＮＢの間の失われた接続を復元するステップをさらに含む
先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７０．或る特定のＷＴＲＵに割り当てられたリソースを回復するステップをさらに含む先
行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７１．ＨＡＲＱ（混成自動再送要求）伝送を受信するステップをさらに含む先行するいず
れかの実施形態におけるとおりの方法。
７２．ＮＣＢチャネルを介してＡＣＫ（確認応答）を伝送するステップをさらに含む先行
するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７３．ＡＣＫが、肯定的なＡＣＫである先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方
法。
７４．ＡＣＫが、ＮＡＣＫ（否定的なＡＣＫ）である先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
７５．ＨＡＲＱ伝送が、ＮＣＢチャネルを介して伝送される先行するいずれかの実施形態
におけるとおりの方法。
７６．ＮＣＢチャネルを介してプロセス番号を伝送するステップをさらに含む先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７７．ＮＣＢチャネルを介してＨＡＲＱパラメータを伝送するステップをさらに含む先行
するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７８．ＮＣＢチャネルを介してＲＲＣシグナリングメッセージを多重化するステップをさ
らに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
７９．ＮＣＢチャネルを介して少量のデータを伝送するステップをさらに含む先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８０．ＮＣＢチャネルを介してＭＡＣ層動作を調整するステップをさらに含む先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８１．第１のＷＴＲＵによる伝送のためにＮＣＢチャネルを設定するステップをさらに含
む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８２．第１のＷＴＲＵにＮＣＢチャネルを割り当てるステップをさらに含む先行するいず
れかの実施形態におけるとおりの方法。
８３．複数のサブチャネルにわたってＮＣＢチャネルを拡散させるステップをさらに含む
先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
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８４．複数のサブチャネルが、単一のリソースブロック内に存在する先行するいずれかの
実施形態におけるとおりの方法。
８５．複数のサブチャネルが、リソースブロックの一部分の中に存在する先行するいずれ
かの実施形態におけるとおりの方法。
８６．第１のＷＴＲＵに対するＮＣＢチャネルの割り当てを変更するステップをさらに含
む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８７．割り当てが、事前設定の時間シーケンスに従って変更される先行するいずれかの実
施形態におけるとおりの方法。
８８．割り当てが、事前設定の周波数ホッピングシーケンスに従って変更される先行する
いずれかの実施形態におけるとおりの方法。
８９．ｅＮＢが、第１のＷＴＲＵに制御メッセージを伝送するステップをさらに含む先行
するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
９０．制御メッセージが、副搬送波と関係するリソースメッセージ、スロット情報、符号
、およびホッピングシーケンスのいずれかを含む情報を含む先行するいずれかの実施形態
におけるとおりの方法。
９１．ホッピングシーケンスが、第１のＷＴＲＵに関してＮＣＢチャネルが割り当てられ
ている規定されたホッピングシーケンスセットのインデックスを含む先行するいずれかの
実施形態におけるとおりの方法。
９２．無線通信システムが、ソースセル内のソース基地局と、ターゲットセル内のターゲ
ット基地局とを含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
９３．ソース基地局が、間もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにＮＣＢチャネルを割り当
てるよう、ターゲット基地局にシグナリングするステップをさらに含む先行するいずれか
の実施形態におけるとおりの方法。
９４．ターゲット基地局が、間もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにＮＣＢチャネルを割
り当てるステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
９５．ターゲット基地局によって割り当てられたＮＣＢチャネル割り当てをＷＴＲＵにシ
グナリングするステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法
。
９６．ＮＣＢチャネル割り当てが、共通制御チャネルを介して、間もなくハンドオーバさ
れるＷＴＲＵにシグナリングされる先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
９７．ＮＣＢチャネル割り当てが、ＷＴＲＵに割り当てられた共有チャネルを介して、間
もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにシグナリングされる先行するいずれかの実施形態に
おけるとおりの方法。
９８．間もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにシグナリングされるＮＣＢチャネル割り当
てが、ターゲットセルにおけるＮＣＢチャネルリソースと関係する情報を含む先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
９９．間もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにシグナリングされるＮＣＢチャネル割り当
てが、ターゲットセルにおけるホッピングシーケンスと関係する情報を含む先行するいず
れかの実施形態におけるとおりの方法。
１００．間もなくハンドオーバされるＷＴＲＵにシグナリングされるＮＣＢチャネル割り
当てが、タイミングアドバンスと関係する情報を含む先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
１０１．タイミングアドバンス情報が、ソースセルとターゲットセルの間のタイミング差
を含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０２．ソース基地局が、ＮＣＢチャネル割り当てをＷＴＲＵにシグナリングする先行す
るいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０３．ターゲット基地局が、ＮＣＢチャネル割り当てをＷＴＲＵにシグナリングする先
行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０４．タイミングアドバンス、測定値報告、ＵＬ物理リソース要求、ＤＬ（ダウンリン
ク）リソーススケジューリングに関する情報を提供すること、キープアライブハートビー
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ト、ＨＡＲＱフィードバック、およびＭＡＣ（メディアアクセス制御）層シグナリングま
たはＲＲＣ（無線リソース制御）層シグナリングのいずれかを含む機能のためにＮＣＢチ
ャネルを設定するステップをさらに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方
法。
１０５．ＮＣＢチャネルを第１のＷＴＲＵに割り当てるステップをさらに含む先行するい
ずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０６．ＮＣＢチャネルの再割り当てが判必要かどうかを判断するステップをさらに含む
先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０７．再割り当て決定に基づいてＮＣＢチャネルを再割り当てするステップをさらに含
む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１０８．ＮＣＢチャネルが、以下の機能、すなわち、タイミングアドバンス、測定値報告
、ＵＬ物理リソース要求、ＤＬリソーススケジューリングに関する情報を提供すること、
キープアライブハートビート、ＨＡＲＱフィードバック、およびＭＡＣ／ＲＲＣ層シグナ
リングの任意の組合せのために設定される先行するいずれかの実施形態におけるとおりの
方法。
１０９．ＮＣＢチャネルが、周期的に割り当てられる先行するいずれかの実施形態におけ
るとおりの方法。
１１０．ＮＣＢチャネルが、或る持続時間にわたって割り当てられる先行するいずれかの
実施形態におけるとおりの方法。
１１１．ＷＴＲＵ非活動の周期を検出した後、ＮＣＢチャネルを再設定するステップをさ
らに含む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１１２．検出されたイベントに基づいてＮＣＢチャネルを再設定するステップをさらに含
む先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法。
１１３．先行するいずれかの実施形態におけるとおりの方法を実行するように構成された
ｅＮＢ。
１１４．受信機をさらに含む実施形態１１３のｅＮＢ。
１１５．送信機をさらに含む実施形態１１３～１１４のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ
。
１１６．受信機および送信機と通信するプロセッサをさらに含む実施形態１１３～１１５
のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１１７．プロセッサが、ＮＣＢチャネルを確立して、割り当てるように設定される実施形
態１１３～１１６のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１１８．プロセッサが、或る特定のＷＴＲＵにＮＣＢチャネルの割り当てを伝送するよう
に設定される実施形態１１３～１１７のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１１９．プロセッサが、ＮＣＢチャネルが再割り当てされるべきかどうかを判断するよう
に設定される実施形態１１３～１１８のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１２０．プロセッサが、再割り当て判断に基づいてＮＣＢチャネルを再割り当てするよう
に設定される実施形態１１３～１１９のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１２１．プロセッサが、以下の機能、タイミングアドバンス、測定値報告、ＵＬ物理リソ
ース要求、ＤＬリソーススケジューリングに関する情報を提供すること、キープアライブ
ハートビート、ＨＡＲＱフィードバック、およびＭＡＣ／ＲＲＣ層シグナリングのいずれ
かに基づいて、ＮＣＢチャネルを設定するように設定される実施形態１１３～１２０のい
ずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
１２２．プロセッサが、機能、タイミングアドバンス、測定値報告、ＵＬ物理リソース要
求、ＤＬリソーススケジューリングに関する情報を提供すること、キープアライブハート
ビート、ＨＡＲＱフィードバック、およびＭＡＣ／ＲＲＣ層シグナリングの組合せに基づ
いて、ＮＣＢチャネルを設定するようにさらに設定される実施形態１１３～１２１のいず
れかにおけるとおりのｅＮＢ。
１２３．プロセッサが、ＱｏＳ要件を解析するように設定される実施形態１１３～１２２
のいずれかにおけるとおりのｅＮＢ。
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１２４．実施形態１～１１２のいずれかにおけるとおりの方法を実行するように構成され
たＷＴＲＵ。
１２５．受信機をさらに含む実施形態１２４のＷＴＲＵ。
１２６．受信機および送信機と通信するプロセッサをさらに含む実施形態１２４～１２５
のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１２７．プロセッサが、伝送のためのＮＣＢチャネルの割り当てを受信するように設定さ
れる実施形態１２４～１２６のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１２８．プロセッサが、ＮＣＢチャネルで伝送するように設定される実施形態１２４～１
２７のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１２９．プロセッサが、ＮＣＢチャネルの再割り当てを受信するように設定される実施形
態１２４～１２８のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１３０．プロセッサが、ＮＣＢチャネルを介して同期バーストを伝送するように設定され
る実施形態１２４～１２９のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１３１．プロセッサが、タイミング調整を実行するように設定される実施形態１２４～１
３０のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１３２．プロセッサが、ＮＣＢチャネルを介してｅＮＢにチャネル測定値を伝送するよう
に設定される実施形態１２４～１３１のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１３３．プロセッサが、ｅＮＢから更新されたスケジューリング割り当てを受信するよう
に設定される実施形態１２４～１３２のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。
１３４．プロセッサが、ＮＣＢチャネルを介してｅＮＢにリソース要求を伝送するように
設定される実施形態１２４～１３３のいずれかにおけるとおりのＷＴＲＵ。

【図１】 【図２】
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